
さいたま市中央区は「バラのまち」と言われ、与野公園をはじめ与野本町駅前公園や中央区役所周辺など区内の様々な場所でバラを鑑賞する
ことができます。季節に合わせてバラが咲くためには日頃の手入れが欠かせませんが、実はその手入れは区内で活躍するボランティア団体
「中央区バラサポーター」の皆さんによって支えられています。
今回は、「中央区バラサポーター」会長の井原正さん、副会長の清水裕幸さんに日頃の活動などの話を伺う、「バラのまち」対談が実現しました。

区長―本日は、区内のバラの植栽・剪定や維持管理にご尽力くださってい
るボランティア団体「バラサポーター」の井原会長と与野公園で行われる
バラ園のガイドツアー等を担当されている、副会長の清水さんにお越し
いただきました。まずは、お二人の「バラとの出会い」を教えてください。

井原さん―与野公園にバラ園が開園されたのは、昭和52年（1977年）旧与
野市の白鳥市長時代でした。昭和55年（1980年）から毎年「ばらまつり」
が開催されていますが、そこで苗木の販売が盛んに行われていました。
その時に買い求めた苗木を自宅で栽培していたことがバラとの出会いに
なってますね。

清水さん―バラに関することは何もやっていなかったのですが、市内のバ
ラを管理するボランティア団体「バラサポーター」を立ち上げるというこ
とで、親戚から事務局を担当してくれないかと言われたのがきっかけで
す。最初は「名前だけならいいですよ」と言っていたのですが、書類がコ
ミュニティ課から色々届くものですから少しずつ教えてもらいながらバ
ラに興味を深めていったという感じです。

区長―なるほど。バラの魅力というのはどの様なところでしょうか？
井原さん―そうですね。やはり種類が多いところ、花の美しさと香りです
よね。 種類にもよりますけど育てるのも結構難しい。その奥の深さと
いうか、色々な難しさというか、「どうしたらいいのかな」とバラに向かっ
ていくうちにどんどんのめり込んでいきました。

清水さん―やっぱり、バラの繊細な花形、香り、豪華な花色ですよね。あと、
バラは野生種から創り出された園芸品種なんですよね。バラを愛する
人々によって創り出された芸術作品と私は言っているのですが、そこに
魅力を感じます。

区長―バラを育てる楽しさですとか、またはご苦労とかはありますか？
井原さん―私は主に中央区役所や与野本町駅周辺を維持管理しています
が、毎日見てますけども自分の子供と同じようなものなんですよね。毎
日見て、元気ならいいのですが「なんか元気ないな」と思ったら「体調が
悪いのかな？」とか心配ですよね。バラもやっぱり虫がついたり、病気に

なったりしやすいので、毎朝観察して
薬剤散布など手入れしたり、毎日こ
まめに観察することが結構重要だと
思います。そういった点が大変で手
はかかるけれども、面倒を見れば見
るだけ、美しく咲いてくれるとかそれ
に答えてくれるっていうのが楽しさで
す。

清水さん―バラは春に綺麗に咲かせるために、今の寒い季節の手入れが
重要になってきます。また、秋にバラを咲かせるために、真夏の暑い時
に手入れをするところが大変かなと思います。

区長―今後のバラサポーターさんとしての展望など、ありますか？
井原さん―皆さんにバラを楽しんでいただきたいと思っています。 
清水さんもとてもバラが好きだからこそ、これだけ熱心にやっておられ
ると思いますし、私自身もバラが好きだから続けてこられていると思い
ます。バラが好きな方のお手伝いをしていきたいと思っています。

清水さん―あんまり考えたことないんですけど…。やっぱり今までやって
きて嬉しかったことを続けようかなという思いはあります。私は与野公
園にあるバラ園の管理やガイドツアーなどを担当していますが、「ここの
空間素敵ですね」と言われるんですね。個人的には喫茶店はコーヒーを

売るだけではなく、その空間をお客様に
提供していると思うんです。
それと同じで、私は与野公園のバラの空
間を大事にしていきたいと思いますし、
来場してくださる方が喜んでくださるこ
とを嬉しく思っています。ただバラが綺
麗なだけではなくて、与野公園にくると

ホッとするとか、色々なことを思い起こすとか、皆さんにとって居心地の
良い空間になると嬉しいと思っています。

区長―最後に区民の皆様へメッセージをお願いできますか？
井原さん―できましたらバラをもっと増やして、街全体がバラの香りで満
たされる様な街並みになったらいいなと思っています。剪定作業などを
していると声をかけてくださる方がいてありがたいですし、お気軽に声
を掛けていただければと思います。皆さんの生活の様々なコミュニケー
ションを生み出す中心にバラがある、そんな風になればより嬉しいです。

こんにちはこんにちは
です区区長長

中央区は「バラのまち」として、今では区内外に広く知られていますが、これは旧与野市時代の昭
和52年に与野公園内にバラ園を開設したことがその始まりです。以来「バラ」は市民の花として、
中央区になってからは区の花として多くの人々に愛でられてきました。今月号では、区内のバラ
の育成をボランティアとして献身的に行い、季節ごとに綺麗な花を咲かせてくださっている「中
央区バラサポーター」のお二人と、労いの気持ちを込めてお話しさせていただきました。
さて、私事で恐縮ですが、この３月末をもって定年退職となります。区長に就任してから２年間、
コロナ禍に翻弄されましたが、自治会長の皆様をはじめ、多くの団体や区民の皆様のお陰で全力
で走りきることが出来ました。次の走者にバトンを渡しますので、引き続き中央区の発展のため、
ご支援・ご協力を賜りますよう切にお願い申し上げます。私も今のこの感謝の気持ちを忘れず、
これからも精進してまいります。本当にありがとうございました。

春の訪れを感じる季節いかがお過ごしでしょうか 中央区長　近藤裕司

▲バラサポーターさんと一緒に

▲（写真中央）井原正会長　（写真右）清水裕幸副会長

問合せ 区コミュニティ課　Ｔ840・6021　Ｆ840・6161

コミュニティ協議会「中央区バラサポーター」×近藤裕司（区長）『バラのまち』対談

対談の全体は区ホームページへ掲載しています▶
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中央消防署では、義務化されている住宅用火災警報器の設置・
維持管理状況の確認や火災予防広報のため、消防職員が住宅
を対象とした防火訪問を実施しています。
いざという時に住宅用火災警報器が作動するよう、定期的に
点検の実施をお願いします。

問合せ　中央消防署管理指導課　Ｔ852・9119　Ｆ857・8473

消防団員は、仕事や家業、家事などをしながら、地域の安心
と安全を守るために活動しています。
あなたも一緒に、この街を守りませんか。

入団資格　市内在住・在勤又は在学で、健康な18歳以上の方
問 合 せ　中央消防署管理指導課｠
 　Ｔ852・9119　Ｆ857・8473

防火訪問を実施しています！ 消防団員を募集しています！

ハートフルクラブでは、仲間を思いやり、一生懸命楽しむことで、心の距離を縮め、人と
の関わりの大切さを知る、そんな「こころ」をテーマにした活動を実施しています。
来年度も引き続き、市内を中心に、幼稚園や保育園、小学校の授業サポート、中学校の部
活サポートを実施予定です。前期のスクールもいよいよ来月からスタートです。
これからもサッカーという素晴らしいスポーツを通じ、より多くの子どもたち
とのハートフルなコミュニケーションの輪を広げ、笑顔を増やしていきます。

問合せ　浦和レッズ　Ｔ812・1001　Ｆ812・1212
　　　　区コミュニティ課　Ｔ840・6020　Ｆ840・6161

「さいたまブロンコス」はプロバスケットボールリーグB３リーグに所属し、さいたま市を拠点に活動するチームです。 
2022-23シーズンはB２昇格を目指し「THE SAITAMA嘶く（いななく）」をスローガンに活動しています。 嘶くという言葉は、「馬
が最後に勝ち誇り、叫ぶ」という意味で、シーズン最後にはチームが皆様と共に嘶く！という意志を込めています。
市内在住の親子を対象に、選手の熱気や興奮を身近に感じられる１階指定席の親子シート（特別価格）をご用意いたしましたので、
是非、会場でB２昇格に向けて駆け上がる「さいたまブロンコス」を一緒に応援しましょう！

問合せ　区コミュニティ課　Ｔ840・6021　Ｆ840・6161　

泉秀岳ヘッドコーチ コメント
B２昇格をかけて戦うシーズンもいよいよ
終盤です。これからの正念場を勝ち抜くた
めには皆様の応援が必要です！
浦和駒場体育館でのホームゲームを共に盛
り上げ、嘶きましょう！

浦和レッズの社会貢献活動「浦和レッズハートフルクラブ」

地元プロバスケットボールチーム「さいたまブロンコス」試合情報

▲詳細はこちらから

区民ギャラリー 今月は「中央区の見どころ写真展」です。「令和4年中央区区民まつり」
の様子や、職員が撮影した区内名所をご覧ください。

日　時 ３月１日㈬～31日㈮
※土・日曜日、祝日を除く８時30分～10時30分、13時15分～17時15分

会　場 区役所食堂棟（下落合）　　問合せ　区総務課　Ｔ840・6013　Ｆ840・6160
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▲泉ヘッドコーチ　 写真提供：㈱ブロンコス20

日時 対戦相手
３月18日㈯ 14:00～（開場12:30～） 岐阜スゥープス
３月19日㈰ 14:00～（開場12:30～） 岐阜スゥープス
４月１日㈯ 14:00～（開場12:30～） 金沢武士団
４月２日㈰ 14:00～（開場12:30～） 金沢武士団

対象試合 会場：浦和駒場体育館(浦和区駒場)

定員各試合20組（先着順）で、
各試合日３日前18時まで。
申込方法など、詳細はＨＰへ▶

※新型コロナウイルスの影響により、催しの中止や内容を変更する場合があります。詳しくは、市ホームページ又は各問合せへ。


